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「華麗・錦秋の舞台」へのお誘い

函館市文化団体協議会舞台委員長 髙橋 聡

広く市民の皆様に作品の発表や舞台芸術の創造の機会を提供するとともに、より多くの方々に文化

活動に親しんでいただき、暮らしの中で文化芸術を楽しんでいただくことを目的として、函館市民文

化祭は毎年開催されています。

令和８年度の函館市民文化祭は、10 月 29 日から 11 月２日までの前半と、11 月 12 日から 11 月 15

日までの後半に分けて開催いたします。前半は函館市芸術ホール、後半は函館サーモン・まるなまホ

ール（函館市民会館）を会場とし、いずれの日程においても、展示部門と舞台部門をお楽しみいただ

ける内容となっております。

前半日程の舞台部門では、11 月１日（日）午後２時から、「華麗・錦秋の舞台」を開催いたします。

今年度は「伝統」をテーマに、函館市文化団体協議会（文団協）加盟の８団体が、８つのステージを

通して、ジャンルの異なる多彩な舞台芸術をお届けします。箏の演奏や合唱、バレエ、舞踊、吹奏楽

など、文団協ならではの豊かな芸術文化の世界を存分にお楽しみいただけます。

今回のテーマである「伝統」には、函館市が育んできた文化の伝統、文団協が大切に受け継いでき

た伝統、そして、それぞれの加盟団体が長年の歩みの中で築き上げてきた伝統への思いが込められて

います。私たちが先人から受け継いできたかけがえのない文化を大切に守りながら、次代を担う若い

世代へどのようなバトンを手渡していくのか。その願いを胸に、これまで培ってきた文化芸術の魅力

を、皆様とともに分かち合いたいと考えております。

今回は、箏と十七絃による三重奏に洋楽器を加えた「千本桜」の演奏と日本舞踊が織りなす、斬新

なコラボレーションステージをはじめ、創立 50 周年を迎えた北海道教育大学函館校吹奏楽団による演

奏など、見どころ満載のステージをご用意しております。吹奏楽団のステージでは、その歩みが始ま

るさらに前の時代に生まれ、今なお多くの人々の心に残る三つの音楽をお届けいたします。

秋のひととき、さまざまなジャンルの芸術が織りなす華やかな舞台を通して、文化芸術の豊かさと、

時代を超えて受け継がれる伝統の魅力を感じていただければ幸いです。

皆様のご来場を、心よりお待ち申し上げております。


